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無
為
徒
食
。
今
の
私
の
楽
し
み
は
食
べ
る
こ
と
と
寝
る
こ
と
。
何

し
て
ん
だ
と
思
う
。
世
代
論
で
私
た
ち
は
、
絨
毯
爆
撃
に
死
体
が
転

が
る
焼
け
跡
を
逃
げ
、
戦
後
は
闇
市
を
知
っ
て
い
る
焼
跡
派
・
闇
市

派
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
少
し
上
が
戦
中
派
。

　

著
者
は
戦
中
派
を
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
二
七
年
生
ま
れ
と
し
、

そ
の
中
心
は
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
三
年
と
考
え
る
。
学
徒
出
陣

の
世
代
だ
。
吉
田
満
や
中
内
功
、
矢
内
原
伊
作
（
「
若
き
日
の
日

記
」
で
そ
の
苦
悩
を
二
律
背
反
と
記
す
）
な
ど
の
人
生
が
描
か
れ
、

か
れ
ら
が
「
負
け
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
戦
争
で
私
が
な
ぜ
死
に

に
行
く
の
か
」
に
苦
し
み
、
そ
し
て
戦
後
は
「
優
秀
な
ア
イ
ツ
が
死

ん
で
オ
レ
が
生
き
た
」
と
い
う
生
き
残
っ
た
こ
と
の
後
ろ
め
た
さ

0
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0

0

0

0

0

0

を

背
負
っ
て
生
き
た
世
代
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

　

戦
中
派
は
ま
た
戦
後
復
興
の
中
心
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
年
齢

が
近
い
だ
け
に
身
に
つ
ま
さ
れ
て
読
む
。

辛
く
し
て
我
が
生
き
得
し
は
彼
等
よ
り
狡
猾
な
り
し
故
に
あ
ら

じ
か 

岡
野
弘
彦

 

（
中
西
正
博
）

　

三
十
年
も
前
に
買
っ
て
読
ま
ず
に
い
た
本
書
を
引
っ
張
り
出
し
た

の
は
、
小
泉
八
雲
の
『
東
大
講
義
録
』
を
読
み
、
八
雲
の
後
任
の
教

師
漱
石
の
講
義
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

先
ず
〈
序
言
〉
と
し
て
、
科
学
と
文
学
の
関
連
性
、
文
学
の
鑑
賞

法
の
分
類
、
外
国
文
学
の
言
語
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

　

次
か
ら
は
英
国
十
八
世
紀
の
作
家
達
を
「
文
学
は
社
会
的
現
象
の

一
つ
」
と
の
考
え
の
も
と
に
、
当
時
の
政
治
、
哲
学
、
社
会
情
勢
、

風
俗
を
、
文
献
を
提
示
し
つ
つ
詳
解
し
て
い
る
。
デ
フ
ォ
ー
や
ス
ィ

フ
ト
は
私
達
に
馴
染
み
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
『
ロ
ビ
ン
ソ

ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
や
『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』
す
ら
全
部
を
原
文
で

読
む
人
は
少
な
い
は
ず
。
ポ
ー
プ
や
ア
デ
ィ
ソ
ン
な
ど
殆
ど
読
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
作
家
に
加
え
て
哲
学
者
ま
で
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

こ
の
講
義
は
英
語
で
な
さ
れ
た
か
ら
学
生
達
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。

但
し
、
本
書
中
の
引
用
文
の
殆
ど
は
漱
石
自
身
の
見
事
な
和
訳
付
き

で
、
作
家
漱
石
の
文
体
に
直
結
し
て
い
る
よ
う
だ
。
「
尤
も
不
愉

快
」
と
自
ら
称
す
る
留
学
時
代
、
膨
大
な
量
の
書
籍
を
買
い
、
読
み
、

思
索
を
し
た
漱
石
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

（
新
保
弥
代
枝
）

	

読
む
・
観
る
・
聴
く	

前
田
啓
介
著
『
戦
中
派　

死
の
淵
に
立
た
さ

れ
た
青
春
と
そ
の
後
』

（
講
談
社
現
代
新
書
）

夏
目
漱
石
著
『
文
学
評
論
』
上
下

（
岩
波
文
庫
）


